
議題２
放課後子ども教室の新設について

実施校 白井第二小学校 大山口小学校 池の上小学校

実施形態
地域協力者と市の協働

（市直営）
地域協力者と市の協働

（市直営）
事業者委託

実施日 毎週木曜日 原則第２・４木曜日 毎週木曜日

活動内容 工作・レクリエーション等 自由遊び等 工作・レクリエーション等

活動場所 体育館・図書室等 体育館・図工室等 体育館・図書室等

対象学年 全学年 １年生 １年生

令和４年度定員 ２０名 ２０名 ３０名

スタッフ数 ４名～５名 ６名 ４名～５名

令和４年度予算
（千円）

６８３ ７４３ 2,310

（現在の実施状況）
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平成３１年から令和３年度までの実績及び
令和４年度の実施状況

実施校 年度 白井第二小学校 大山口小学校 池の上小学校

実施回数

Ｈ３１ ３１日 １６日

Ｒ２ １５日 ８日

Ｒ３ ２２日 １１日 ８日（令和４年１月開始）

参加者数

Ｈ３１ １７名（定員：３０名） ２１名（定員：３０名）

Ｒ２ １１名（定員：２０名） ２０名（定員：２０名）

Ｒ３ １２名（定員：２０名） ２０名（定員：２０名） ３０名（定員：３０名）

実施校 白井第二小学校 大山口小学校 池の上小学校
実施予定回数 ２９日（毎週木曜日） １７日（原則第２・４木曜日） ３２日（毎週木曜日）

７月時点の参加者数 １４名（定員：２０名） １０名（定員：２０名） ３０名（定員：３０名）

（平成３１年度から令和３年度までの実績）

（令和４年度の実施状況）
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実施形態（案）
① 地域協力者と市の協働（直営）：白井第二小学校・大山口小学校
（メリット）
・毎回地域の方々に協力していただけるため、児童と地域の交流の場として有効である。
・市直営で実施しているため、実態状況等の把握等が円滑に行える。

（デメリット）
・コーディネーターや安全管理員は、児童の安全を確保しながら放課後子ども教室を運営していただ
くため、市が求める人材の確保が困難である。

・人材の確保育成に時間を要するため、スタッフの欠員補充等に時間を要する。

② 学童保育所を運営している事業者に委託：池の上小学校
（メリット）
・普段から学童保育所を運営しているため、児童により安全な居場所の提供が行える。
・学童保育所と同じ事業者であるため、学童保育所への児童の引き渡しなどの、学童保育所との連携
が必要な場面で円滑に行える。

（デメリット）
・市直営の運営と比較すると、地域の方に協力していただく回数が少ないため、児童と地域の方々
の交流する場が少なくなる。
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令和５年度 新設（案）

開始時期 令和５年５月

参加対象 該当校に通う全児童

定員 ３０名（事前登録制）

内容
①多種多様なプログラム
（文化・スポーツ・工作等）
②地域の方との交流

実施日時 毎週木曜日：下校後から午後４時３０分まで

実施形態 学童保育所を運営している事業者に委託
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※上の表は、予算等が確保できる前提の内容となりますので、状況により変更する場合があります。



議題３
白井市放課後子ども総合プラン行動計画について
目的

放課後子ども教室事業を推進するにあたり、放課後子ども教室事業の総合的な指針となる計画を策定

するため。

計画の位置づけ

市で策定している、子ども子育て支援に関する施策レベルの個別計画である「白井子どもプラン」

を上位計画とする事業レベルの個別計画として位置づけする。

計画の期間

令和５年４月から令和１２年３月までの７年間。※ただし、必要に応じて本計画の見直しを行う。

計画の策定体制

①計画策定の趣旨、性格と位置づけ、計画期間、数値目標
②市における学童保育所と放課後子ども教室の現状と課題
③具体的な事業展開
④計画の推進体制、評価について
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策定体制

①市民参加

白井市放課後子どもプラン推進委員会での審議、市民アンケート、パブリックコメント、関係

団体ヒアリング調査の実施。

②庁内体制

新・放課後子ども総合プラン行動計画検討委員会の設置

関係計画

【国】新・放課後子ども総合プラン

【市】白井市第５次総合計画後期基本計画・実施計画

白井市第２次教育大綱・白井市教育振興計画

白井市地域福祉計画

しろい子どもプラン（第２次白井市子ども・子育て事業計画）
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今後のスケジュール（予定）

月 項目

令和４年９月～１０月 本計画の素案を検討

令和４年１２月～
令和５年１月

本計画の最終案の検討

令和５年３月 本計画完成

下の表は、本計画の完成までのスケジュールとなります。委員の皆様には、本計画の素案や最終案について、書面
や会議等で意見をいただきたく思います。

7



議題４ その他

（今後のスケジュール）

（令和４年度）

・白井第二小学校と大山口小学校の運営方法と池の上小学校の運営方法を比較・検討し、今後全ての小学校

に放課後子ども教室を配置する際の方針を審議する。

・白井市放課後子ども総合プラン行動計画の策定

（令和５・６年度）

・新たに１校ずつ開設

・既に実施している放課後子ども教室の運営状況を検証し、よりよい運営方法について検討する

令和４年度に審議した方針や策定した計画に基づいて・・・
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